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決算概要　２～５
住民票など証明書のコンビニ交付サービスを開始します　６～７

10.12 0 1 6N o . 1 2 7 6 　町では、富士急シティバス㈱と連携し、町内の幼稚園・保育園を対象に「バス
の乗り方教室」を開催しています。９月15日㈭には、このはな保育園の園児がバ
スの乗り降りや車いす用の席の使い方などを学び、また、実際に整理券を取って
バスに乗り、運賃を支払って降りるまでの体験をしました。

上手にバスに乗れるかな
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平成27年度 平成26年度 増減額 増減率
歳入総額 148億9,296万円 151億9,609万４千円 －３億313万４千円 －2.0%
歳出総額 143億8,606万１千円 142億4,462万２千円 １億4,143万９千円 1.0%
形式収支 ５億689万９千円 ９億5,147万２千円 －４億4,457万３千円 －46.7%
繰越充当財源 2,187万５千円 8,000万２千円 －5,812万７千円 －72.7%
実質収支 ４億8,502万４千円 ８億7,147万円 ー３億8,644万６千円 ー44.3%

　町の平成27年度の決算は下表のとおりです。平成26年度に比べ、歳入は地方消費税交付金や国庫支出金な
どが増となったものの、法人税率の改正や平成26年度に法人町民税の一時的な増があったことによる町税の
減などが主な要因で３億313万４千円（2.0％）の減、歳出は都市計画道路池田柊線事業費の増や官民連携複
合施設（温水プール跡地）の用地取得などが主な要因で１億4,143万９千円（1.0％）の増となりました。
　形式収支（歳入歳出の差）は、５億689万９千円の黒字で、平成26年度に比べ４億4,457万３千円の減、形
式収支から平成28年度への繰越事業に充当する財源を差し引いた実質収支は、４億8,502万４千円の黒字と
なりました。

決算概要
―平成27年度、町の家計簿―

　町の歳入を財源構成からみると、町が自らの権限で収納し、使い道についても自主的に決めることができ
る町税や繰入金などで構成する「自主財源」と、国や県により決められた額が交付される国庫支出金や県支
出金などで構成する「依存財源」に分類することができ、自主財源の割合が高いことが好ましい財政状況と
いえます。
　平成27年度決算の自主財源と依存財源の構成比は、町税などからなる自主財源比率が77.9％で、前年度を
2.7ポイント下回りました。この主な要因は、平成26年度に法人町民税の一時的な増があったこと、平成26
年度の消費税率引き上げに伴う地方消費税交付金の増や国庫支出金などの依存財源が増えたことによるもの
で、自主財源比率が高い状況が続いています。

一般会計【歳入】
町の収入のうち77.9％が自主財源

歳　入
148億
9,296万円

自主財源77.9％
依存財源22.1％

※町税のうち都市計画税４億9,564万円は、
　街路や下水道の整備に充てました。

町税
93億8,574万５千円（63.0％）

繰越金
９億5,147万２千円（6.4％）

諸収入
４億3,075万９千円（2.9％）

繰入金
３億4,399万９千円（2.3％）

分担金及び負担金
２億921万６千円（1.4％）

使用料及び手数料
１億8,240万５千円（1.2％）

財産収入
9,787万６千円（0.7％）

寄附金
443万円（0.0％）

国庫支出金
13億2,904万６千円（8.9％）

地方消費税交付金
８億4,981万２千円（5.7％）

県支出金
６億7,579万８千円（4.6％）

地方譲与税
１億569万８千円（0.7％）

町債
9,300万円（0.6％）

その他
２億3,370万４千円（1.6％）

※（　）は構成比
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目的別では民生費、性質別では物件費がトップ
一般会計【歳出】
　自治体の支出は総務や土木など行政目的別に区分した「目的別経費」と、人件費や建設事業費など経済的
性質別に区分した「性質別経費」に分けられます。目的別経費は行政事務のおおよその配分状況がわかり、
性質別経費は経費の弾力性などの構造を見ることができます。
　目的別では、民生費が民間保育所支援費の増などにより最も多く、性質別では、物件費が焼却場運転業務
の一括民間委託を開始したことなどにより最も多くなりました。

歳　出
(目的別)
143億

8,606万１千円

投資・出資・貸付金
２億1,870万円（1.5％）
公債費
４億8,319万５千円（3.4％）
補助費等
６億4,582万１千円（4.5％）
積立金
11億3,046万６千円
（7.9％）
繰出金
14億5,586万３千円
（10.1％）
人件費
20億7,612万２千円
（14.4％） 扶助費

24億602万８千円
（16.7％）

普通建設事業費
25億3,572万４千円
（17.6％）

物件費
32億4,415万３千円
（22.6％）

維持補修費
１億8,998万９千円
（1.3％）

議会費
１億3,747万４千円（1.0％）

農林水産業費
１億20万５千円（0.7％）

労働費
5,432万６千円（0.4％）

民生費
42億6,839万８千円
（29.7％）

教育費
23億6,257万２千円
（16.4％）

衛生費
20億5,016万１千円
（14.2％）

総務費
19億6,616万３千円
（13.7％）

※（　）は構成比 ※（　）は構成比

土木費
18億449万６千円
（12.5％）

消防費
５億7,178万６千円
（4.0％）

公債費
４億8,319万５千円（3.3％）

諸支出金
４億1,643万２千円（2.9％）

商工費
１億7,085万３千円（1.2％）

歳　出
(性質別)
143億

8,606万１千円

目的別 性質別

平成27年度に実施した主な事業
■小規模保育事業所の整備に対する補助金（1,800万円）
■官民連携複合施設（温水プール跡地）の用地取得
　（7,400万円）
■橋梁長寿命化のための改修等（１億800万円）

■大規模地震に備えた防災体制の充実・強化
　（１億2,800万円）
■消防救急デジタル無線の整備（5,100万円）
■都市計画道路池田柊線の整備（２億1,900万円）
■伊豆半島ジオパーク長泉ビジターセンター整備
　（2,100万円）

▲都市計画道路池田柊線 ▲伊豆半島ジオパーク長泉ビジターセンター
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区分 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
国民健康保険事業 45億5,072万１千円 42億9,948万３千円 ２億5,123万８千円
後期高齢者医療 ６億5,167万１千円 ６億3,208万２千円 1,958万９千円
介護保険事業 25億208万９千円 23億9,935万７千円 １億273万２千円
下水道事業 ９億6,545万９千円 ９億671万円 5,874万９千円
土地取得事業 72万９千円 72万９千円 ０円

水道事業 収益的（運営面） ５億2,194万２千円 ４億3,304万８千円 8,889万４千円
資本的（設備面） ２億6,359万５千円 ２億6,551万９千円 ※－192万４千円

特別会計【歳入・歳出】
　特別会計とは特定の事業を行うために法律や条例に基づき、一般会計と区別して管理し事業を行う会計で
す。また、水道事業は、地方公営企業法の適用を受け、発生主義に基づく企業会計方式が採用されています。

※不足額については当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補てんしました。

　下記のグラフを見ると、他市町と比較して、財政調整基金（貯金）を高い水準で維持していきながら、健
全な財政運営により、地方債残高（借金）を減らしていることがわかります。
　なお、基金には財政調整基金以外に、町営住宅修繕基金や衛生施設建設基金、公共施設長寿命化基金など
の、特定した目的のための基金があります。

町の貯金と借金
貯金を高い水準で維持しつつ、借金は減少傾向

住民１人当たりの財政調整基金（貯金） 住民１人当たりの地方債残高（借金）

※「近隣市町平均」は沼津市、三島市、御殿場市、裾野市、小山町、清水町、函南町を平均化したものです。

H26年度H25年度H24年度H23年度 00
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長泉町 近隣市町平均長泉町 近隣市町平均
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83,875

334,893
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、各自治体は財政の健全性に関する比率（健全化判
断比率・資金不足比率）を平成19年度決算から公表しています。
　町では、これまで自主財源の確保や起債の抑制、事務事業評価による事業の見直しなどを積極的に行って
きたことにより、いずれの比率も健全な財政状況を示しています。

　企業会計の資金不足の割合を表し、比率が大きい
ほど資金不足が生じていることになります。長泉町
には２つの企業会計がありますが、いずれも資金不
足はありませんでした。

資金不足比率

長泉町 経営健全化基準
水道事業会計 － 20.0％
下水道事業
特 別 会 計 － 20.0％

町の財政状況の診断
すべての項目で「健全」な段階

●問い合わせ●　企画財政課　☎989‐5503

早期健全化基準：自主的な改善による財政の健全化が必要な段階
財政の健全性が
高い段階

財政再生基準：財政再生に国などの関与が必要な段階

　比率が高いほど町の借金返済が難しい状況といえ
ます。前年度と比べて1.4ポイント下回りました。

実質公債費比率

Ｈ27
2.5％

Ｈ26
3.9％

Ｈ25
5.0％ 25.0％ 35.0％

健全性高 健全性低

連結実質赤字比率
　比率が高いほど特別会計などを含めた全会計の赤
字の解消が難しくなります。
　長泉町の場合は赤字が生じていないため「－」と
表記しています。
Ｈ25･26･27
「－」

Ｈ23
7.3％ 18.25％ 30.00％

健全性高 健全性低

　比率が高いほど普通会計の赤字の解消が難しくな
ります。長泉町の場合は赤字が生じていないため「－」
と表記しています。

実質赤字比率

Ｈ25･26･27
「－」

Ｈ23
7.3％ 13.25％ 20.00％

健全性高 健全性低

将来負担比率
　町の負債が標準的な年間収入の中でどれほどの割
合を占めるかを表します。比率が高いほど負債が将
来の財政運営を圧迫します。平成27年度も負債の返
済に充てることができる基金などが、実質的な負債
額を上回ったため「－」と表記しています。
Ｈ25･26･27
「－」

Ｈ23
7.3％ 350.0％

健全性高 健全性低
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供
時
間

証明書の種類 手数料 日時

住民票の写し

300円 毎日
午前６時30分～午後11時印鑑登録証明書

所得課税証明書（現年のみ）

戸籍全部・個人事項証明書
（町に本籍と住所がある方のみ） 450円 月～金曜日（祝・休日を除く）

午前９時～午後５時15分

※年末年始（12月29日～１月３日）およびシステムの保守作業時は利用できません。
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コ
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さ
れ
た
店
舗

・�

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

・�

ロ
ー
ソ
ン

・�

サ
ー
ク
ル
Ｋ
・
サ
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操
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w
.kojinbango-

card.go.jp

マイナンバーカード総合サイト 検索
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て
い

ま
す
。

問　
住
民
窓
口
課　
☎
989

-

５
５
０
９

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
手
順

②�

店
舗
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
キ
オ

ス
ク
端
末
の
画
面
か
ら「
行
政
サ
ー

ビ
ス
」
を
選
択
し
て
利
用
開
始

①�
本
人
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
参
し
、
コ
ン
ビ
二
へ

③�

所
定
の
カ
ー
ド
置
き
場
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
置
き
、
カ
ー

ド
の
暗
証
番
号
（
数
字
４
桁
）
を

入
力
後
、
画
面
の
案
内
に
そ
っ
て

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
操
作

証明書交付サービス

暗証番号を入力してください。

終了する 前画面へ

暗証番号

＊＊ 1 2 3
4 5 6
7 8 0

0訂正

④�

キ
オ
ス
ク
端
末
に
手
数
料
を
投
入

し
、
印
刷
完
了

証 明 書

※コンビ二によって画面が異なります。

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ�

．
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
で
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
は
で
き
ま
す
か
。

Ａ�

．
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

Ｑ�

．
取
得
で
き
な
い
住
民
票
の
種
類
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ�

．
転
出
・
死
亡
な
ど
に
よ
り
除
票

と
な
っ
た
も
の
、
住
民
票
コ
ー
ド

が
記
載
の
も
の
、
２
つ
以
上
前
の

住
所
な
ど
の
履
歴
が
記
載
さ
れ
た

も
の
は
取
得
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ�

．
暗
証
番
号
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
で

す
か
。

Ａ�

．
暗
証
番
号
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
、

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
暗
証
番
号
を
３
回
間
違
え

た
場
合
も
カ
ー
ド
に
ロ
ッ
ク
が
か

か
り
、
利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
カ
ー
ド

と
本
人
確
認
資
料
（
運
転
免
許
証

な
ど
）
を
持
参
し
、
役
場
住
民
窓

口
課
で
暗
証
番
号
の
再
設
定
を
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▲マイナンバーカード（イメージ）

みほ
ん
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７月27日㈬～29日㈮まで広島市を訪れ平和研修を行った中学生代表による作文を紹介します。
研修の詳細については、広報ながいずみ９月１日号をご覧ください。

平
和
に
向
け
て　
　
　
　
　

長
泉
中　
鈴
木
夢
人

広
島
か
ら
学
び
今
へ
繋
げ
る

長
泉
中　
渡
邉
麻
菜

広
島
研
修
を
終
え
て

北
中　
山
田
翔
平

こ
れ
か
ら
の
平
和
の
た
め
に

北
中　
山
下
恵
里
佳

　
私
は
、
広
島
派
遣
で
学
ん
だ
事
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
ず
平
和
記
念
資

料
館
で
見
た
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
で
す
。

落
と
し
た
場
所
か
ら
同
心
円
状
へ
被
爆

し
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
放
射
線
の
被

害
も
あ
り
、
普
通
の
爆
弾
と
は
全
く
異

な
る
も
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
平
和

記
念
公
園
に
あ
る
慰
霊
碑
の
数
が
犠
牲

者
の
数
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。
以
前

か
ら
原
子
爆
弾
は
す
ご
い
威
力
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
見
て
初
め
て
実

感
し
ま
し
た
。
資
料
は
と
て
も
生
々
し

く
そ
ん
な
事
が
本
当
に
現
実
な
の
か
と

思
う
ほ
ど
で
し
た
。

　
２
日
目
は
被
爆
者
の
方
の
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
絵
と
い
っ
し
ょ

に
話
し
を
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
や
は

り
見
る
の
と
聞
く
の
で
は
全
然
感
じ
方

が
違
い
ま
し
た
。
話
を
聞
く
方
が
伝
わ

り
や
す
く
、
よ
り
怖
い
と
思
い
ま
し
た
。

中
国
新
聞
社
の
研
修
で
は
、
核
兵
器
は

実
戦
で
被
害
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く

実
験
で
も
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
太
平
洋
南
部
で
実
験
を

し
て
、
ま
き
あ
が
っ
た
死
の
灰
が
日
本

の
漁
船
に
降
り
、
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

　
被
爆
施
設
見
学
で
は
、
袋
町
小
学
校

へ
行
き
ま
し
た
。
家
族
を
必
死
で
探
す

人
が
た
く
さ
ん
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、

悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
原
爆
は
火
災
も

起
こ
し
て
い
ま
す
。当
時
の
広
島
の
人
々

の
気
持
ち
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
し
た
。
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
犠
牲

者
の
中
に
は
建

※

物
疎
開
を
し
て
い
た
私

た
ち
と
同
じ
よ
う
な
年
の
人
が
多
く
い

た
こ
と
、
被
爆
者
の
方
々
は
核
兵
器
が

存
在
し
な
い
世
の
中
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
を

知
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
を
平
和
に

し
、
二
度
と
広
島
で
起
き
た
こ
と
が
繰

り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

被
爆
者
の
方
が
話
し
て
く
れ
た
事
実
を

風
化
す
る
こ
と
な
く
、
よ
り
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
い
、
世
界
の
人
々
全
体

で
平
和
を
つ
く
っ
て
い
け
ば
よ
い
と
思

い
ま
す
。
私
は
、
広
島
派
遣
で
学
ん
だ

こ
と
を
身
近
な
人
に
伝
え
、
生
か
し
、

こ
れ
か
ら
を
平
和
に
す
る
た
め
に
、
努

め
て
い
き
た
い
で
す
。

　
僕
は
戦
争
の
歴
史
と
平
和
に
つ
い
て

学
ぶ
た
め
に
、
３
日
間
に
渡
っ
て
広
島

へ
研
修
に
行
き
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
平
和
記
念
公
園
内
に
あ
る

広
島
平
和
記
念
資
料
館
を
見
学
し
ま
し

た
。
建
物
の
中
に
は
、
原
爆
に
よ
り
皮

膚
が
焼
け
た
だ
れ
た
人
々
の
写
真
、
命

を
落
と
し
た
人
の
遺
品
、
投
下
さ
れ
た

爆
弾
に
つ
い
て
の
情
報
な
ど
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
印

象
に
残
っ
た
の
は「
人
影
の
石
」で
す
。

こ
の
石
は
強
い
熱
線
を
浴
び
て
白
っ
ぽ

く
変
色
し
、
原
爆
投
下
時
に
石
に
腰
か

け
て
い
た
人
の
部
分
が
影
の
よ
う
に
黒

く
な
っ
て
残
っ
て
い
る
の
で
人
影
の
石

と
言
い
ま
す
。
と
て
も
恐
ろ
し
か
っ
た

で
す
。

　
２
日
目
は
被
爆
者
の
家
族
で
あ
る
河

野
キ
ヨ
美
さ
ん
か
ら
原
爆
投
下
直
後
の

広
島
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。「
人

の
死
体
が
山
の
よ
う
に
積
ま
れ
、
悪
臭

が
街
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
」
と
聞
い
た

と
き
は
精
神
的
、
肉
体
的
に
追
い
詰
め

ら
れ
る
よ
う
な
状
況
が
容
易
に
つ
く
ら

れ
る
こ
と
に
驚
き
を
隠
せ
ず
、
事
態
を

招
い
た
戦
争
、
原
子
爆
弾
な
ど
の
核
兵

器
は
こ
の
世
に
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
も
の
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
戦
争
の
愚
か
さ
、
核

兵
器
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

僕
た
ち
が
理
解
を
深
め
る
だ
け
で
は
、

世
界
か
ら
戦
争
や
核
兵
器
は
な
く
な
り

ま
せ
ん
。
僕
た
ち
が
声
を
大
に
し
て
廃

止
を
訴
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
キ
ヨ
美
さ
ん
が
お
話
の
最
後
に

「
今
を
生
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
あ
の

悲
劇
を
伝
え
て
い
る
。
今
度
は
あ
な
た

た
ち
が
伝
え
て
い
く
番
で
す
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
僕
た
ち
に
は
世

界
を
平
和
へ
と
近
づ
け
る
大
事
な
役
目

を
任
さ
れ
て
い
る
の
で
、こ
れ
か
ら
先
、

戦
争
や
核
兵
器
が
１
つ
残
ら
ず
な
く
な

る
よ
う
に
、
世
界
に
、
そ
し
て
次
の
世

代
に
僕
は
強
く
訴
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

※建物疎開…空襲により火災が周辺に広がることを防ぐために、あらかじめ建物を取り壊して防火地帯をつくること
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広
島
研
修
を
終
え
て

北
中　
山
田
翔
平

こ
れ
か
ら
の
平
和
の
た
め
に

北
中　
山
下
恵
里
佳

　
「
３
発
目
の
核
兵
器
は
使
わ
せ
て
は

い
け
な
い
」
被
爆
者
の
方
の
言
葉
で
す
。

僕
は
、
今
で
も
こ
の
言
葉
が
心
か
ら
離

れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
２
泊
３
日
の
研
修
で
は
、
戦

争
と
平
和
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
１
日
目
は
平
和
記
念
公
園
や

平
和
記
念
資
料
館
に
行
き
ま
し
た
。
資

料
館
で
は
、
被
爆
直
後
、
人
々
が
交
番

な
ど
に
集
ま
り
手
当
て
を
し
て
い
る
様

子
や
原
爆
投
下
に
よ
り
、
辺
り
の
建
物

が
ほ
ぼ
全
壊
し
て
い
る
写
真
か
ら
あ
ら

た
め
て
原
爆
は
平
和
を
脅
か
す
恐
ろ
し

い
兵
器
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
、
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
被
爆
し
た

人
々
が
生
死
を
さ
ま
よ
っ
て
い
る
の
を

再
現
し
た
も
の
で
し
た
。
衝
撃
的
な
も

の
で
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
生
き
よ
う
と

人
々
は
必
死
だ
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
は
核
兵
器
を

な
く
さ
な
い
と
い
ず
れ
過
ち
は
繰
り
返

さ
れ
る
と
い
う
警
告
で
も
あ
る
と
感
じ

取
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
被
爆
者
の
方
の
お
話
を

伺
っ
た
り
、
被
爆
し
た
建
物
を
見
学
し

た
り
し
ま
し
た
。
家
族
が
被
爆
し
た
と

い
う
河
野
さ
ん
の
話
か
ら
は
、
被
爆
地

の
異
様
な
臭
い
や
そ
こ
ら
中
に
死
体
が

転
が
っ
て
い
る
、
大
変
悲
惨
な
光
景
が

想
像
さ
れ
、
恐
ろ
し
く
な
り
ま
し
た
。

話
の
最
後
に
若
い
世
代
は
核
兵
器
廃
絶

に
力
を
尽
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
切
実

な
思
い
を
聞
い
て
、
ま
ず
は
家
族
や
中

学
校
の
友
達
に
今
回
学
ん
で
き
た
こ
と

を
報
告
し
、
共
に
平
和
に
つ
い
て
再
確

認
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
被
爆
施
設
に
行
き
ま
し
た
。
旧
日

本
銀
行
は
、
被
爆
者
が
描
い
た
当
時
の

絵
が
展
示
さ
れ
て
あ
り
、
原
爆
に
つ
い

て
の
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
す
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。
袋
町
小
学
校
で
は
、
行
方
不

明
の
伝
言
板
や
、
伝
言
板
に
つ
い
て
の

ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

施
設
を
訪
れ
て
、
被
爆
後
に
家
族
と
な

か
な
か
会
え
な
い
人
も
い
た
こ
と
が
わ

か
り
、
ど
れ
だ
け
辛
か
っ
た
の
か
と
、

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
見
た
こ
と
、
聞
い
た

こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
い
き
、

僕
達
の
代
で
核
兵
器
を
廃
絶
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　
研
修
１
日
目
と
２
日
目
、
平
和
記
念

公
園
に
行
く
た
め
に
平
和
大
橋
と
い
う

橋
を
渡
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
原
爆
ド
ー

ム
が
見
え
ま
す
。
１
日
目
は
画
像
で
し

か
見
た
こ
と
の
無
か
っ
た
原
爆
ド
ー
ム

の
本
物
の
姿
を
目
に
し
、
と
て
も
心
が

痛
み
ま
し
た
。
２
日
目
は
前
日
に
何
度

も
間
近
で
見
た
と
い
う
の
に
、ま
た
、平

和
大
橋
か
ら
見
る
と
、「
は
あ
」と
特
別

何
か
を
思
う
わ
け
で
も
な
い
の
に
た
め

息
を
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
だ
け
で
リ
ト
ル
・
ボ
ー
イ
の
威
力
を

感
じ
ま
し
た
。

　
平
和
記
念
資
料
館
で
「
生
死
の
境
を

さ
ま
よ
う
」
と
い
う
模
型
を
見
て
き
ま

し
た
。
ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
吉
野

さ
ん
の
お
話
に
よ
る
と
太
陽
２
個
分
３

０
０
０
度
の
光
が
あ
た
り
人
の
肌
は
や

け
ど
を
し
、
た
だ
れ
て
擦
れ
る
が
、
人

間
は
蒸
発
し
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

ゾ
ン
ビ
の
よ
う
に
皮
膚
が
垂
れ
下
が
っ

て
い
て
と
て
も
目
に
し
て
い
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
爆
心
地
か
ら
35
㎞
の
位
置
に
住
ん
で

い
て
、そ
こ
か
ら
爆
心
地
の
方
へ
向
か
っ

て
姉
を
探
し
て
母
と
歩
き
回
っ
た
経
験

を
さ
れ
た
河
野
キ
ヨ
美
さ
ん
の
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。
姉
を
探
し
て
歩
き
回
っ

た
と
き
、
死
体
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
、
け
が

や
血
ま
み
れ
の
人
も
い
っ
ぱ
い
で
、
着

物
は
焼
け
て
肌
が
見
え
、
す
ご
い
悪
臭

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
実
際
に
経
験
さ
れ

た
方
だ
か
ら
話
を
さ
れ
て
い
る
と
き
も

つ
ら
そ
う
で
し
た
。
ほ
か
に
も
書
き
き

れ
な
い
ほ
ど
話
を
聞
き
、
と
て
も
怖
く

て
頭
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
キ
ヨ
美
さ
ん
に
、
当
時
の
環
境

や
人
々
の
考
え
方
は
ど
う
だ
っ
た
の
か

質
問
し
ま
し
た
。
戦
争
に
反
対
す
る
人

は
す
ぐ
連
れ
て
い
か
れ
て
監
獄
に
入
れ

ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
、
武
力
で
戦
う
こ

と
に
反
対
は
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

戦
争
に
反
対
も
で
き
ず
、
そ
の
上
何
も

悪
く
な
い
人
が
犠
牲
に
な
る
。
本
当
に

ひ
ど
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

も
う
二
度
と
起
き
て
ほ
し
く
な
い
こ
と

で
す
。
今
現
在
、
世
界
中
で
核
は
約
１

万
５
４
０
０
発
あ
り
ま
す
。「
核
な
き

世
界
へ
」
と
い
う
言
葉
を
実
現
す
る
た

め
に
、
今
回
研
修
し
て
き
た
こ
と
を
伝

え
ま
す
。
そ
し
て
、
平
和
を
願
う
長
泉

町
民
の
一
人
と
し
て
、
核
廃
絶
と
世
界

平
和
の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
。

●問い合わせ●　行政課　☎989‐5500
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▲わくわく大賞「わっくわっく！」　杉山鮎美さん（長泉町）

▲優秀賞「ヒートアップ」
　草刈夕莉さん（沼津市）

▲入選「イェイ! !」
　羽切彩花さん（富士市）

▲入選「笑顔咲ク」
　伊藤将さん（沼津市）

▲入選「Waku�waku�bollでGo！」
　鈴木敏雄さん（三島市）

▲入選「笑顔・笑顔・笑顔」
　衛藤一男さん（長泉町）

▲入選「無題」
　野秋徹さん（沼津市）

写真
コンテスト
結果発表！

▲優秀賞「笑顔爆発」
　江田純之介さん（函南町）

▲優秀賞「若さでジャンプ」
　中西敬一さん（静岡市）

問　長泉わくわく祭実行委員会事務局（産業振興課内）　☎989‐5516

第
20
回
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【腹囲】 【体重】

変化なし
4.8％

変化なし
12.2％

改善
56.7％

悪化
31.1％

改善
60.9％

悪化
34.3％

特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

■
特
定
保
健
指
導
と
は

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
が
過
剰
に
蓄
積
さ
れ
、高
血
圧
、

高
血
糖
、
脂
質
異
常
な
ど
の
危
険
因
子

を
あ
わ
せ
持
っ
た
状
態
）
を
発
見
す
る

「
特
定
健
診
」
の
結
果
、
メ
タ
ボ
ま
た

は
メ
タ
ボ
予
備
軍
と
判
定
さ
れ
た
方
を

対
象
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
自
主
的

に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う

た
め
に
行
う
保
健
指
導
で
す
。

■
特
定
保
健
指
導
の
対
象

【腹囲】
男性／85cm以上
女性／90cm以上

【３項目のうち１つ以上の該当者】
高血圧／収縮期血圧130mmHg以上、拡張期血圧85mmHg以上
高血糖／空腹時血糖値100mg/dl以上、HbA1c�5.6％以上
脂　 質／中性脂肪150mg/dl以上、
　 　　　HDLコレステロール40mg/dl未満
※対象者には健康増進課から電話と個人通知があります。

■
特
定
保
健
指
導
の
内
容

①�

特
定
健
診
の
結
果
を
一
緒
に
確
認
し
、

専
門
家（
管
理
栄
養
士
、保
健
師
）が

あ
な
た
に
あ
っ
た
指
導
を
し
ま
す
。

【
例
】

・�

標
準
体
重
の
計
算

・�

１
日
の
摂
取
カ
ロ
リ
ー
や
運
動
目
安

時
間
の
計
算

②�

作
成
し
た
６
カ
月
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
も
と
に
、
生
活
習
慣
の
改
善
を
実

践
し
ま
す
。
主
に
自
宅
で
取
り
組
ん

で
も
ら
い
、
途
中
経
過
の
電
話
相
談

や
栄
養
教
室
、
運
動
教
室
の
お
知
ら

せ
を
し
ま
す
。

　
自
分
に
あ
っ
た
脱
メ
タ
ボ
の
方
法
を

一
緒
に
考
え
て
、
無
理
な
く
続
け
ら
れ

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、脱
メ
タ
ボ
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■
特
定
保
健
指
導
の
効
果

　
平
成
26
年
に
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
「
特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
医
療
費
適
性

化
効
果
等
の
検
証
の
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
中
間
取
り
ま
と
め
」よ
る
と
、特

定
保
健
指
導
の
参
加
者
は
、不
参
加
者
に
比
べ
て
、
腹
囲
や
体
重
を
は
じ
め
血
圧
、血

糖
、
脂
質
な
ど
の
検
査
指
標
に
改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
血
圧
症
、
脂
質

異
常
症
、
糖
尿
病
に
関
連
す
る
入
院
外
の
保
険
診
療
費
も
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。

　
町
で
も
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
で
特
定
保
健
指
導
を
受
け
た
方
の
半
数
以
上
は

受
診
時
か
ら
腹
囲
や
体
重
な
ど
の
改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
）

　
め
げ
な
い
で
参
加

で
き
ま
し
た
。

　
栄
養
士
さ
ん
の
指

導
は
わ
か
り
や
す

か
っ
た
で
す
。

　
運
動
教
室
で
の
ス

ト
レ
ッ
チ
を
自
宅
で

継
続
す
る
こ
と
で
、

膝
と
腰
の
痛
み
や
動

き
が
良
好
に
な
り
ま

し
た
。

▲平成27年度の特定保健指導の参加者の感想

特定保健指導終了者の結果グラフ

問　健康増進課　☎986‐8760
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平
成
28
年
度
「
健
康
講
座
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

ル
ー
ル
を
守
っ
た

ご
み
出
し
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
燃
や
せ
る
ご
み
の

　
「
水
切
り
」
に
つ
い
て

　
最
近
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
水
分
量
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
生
ご
み
な
ど

の
水
分
が
多
い
と
、
焼
却
し
に
く
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
を
溜
め
て
い
る

と
き
に
発
生
す
る
臭
い
も
非
常
に
強
く

な
り
ま
す
。
生
ご
み
な
ど
は
十
分
に
水

切
り
を
し
て
か
ら
ご
み
袋
に
入
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

■
分
別
の
徹
底
に
つ
い
て

　
焼
却
場
で
は
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
ご

み
質
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
燃
や

せ
る
ご
み
の
中
に
、
多
く
の
資
源
物
、

針
金
や
空
き
缶
な
ど
の
金
属
類
が
含
ま

れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
金
属
は

燃
や
す
こ
と
が
で
き
ず
、
機
械
の
故
障

に
繋
が
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
別
区

分
に
従
っ
て
ご
み
を
出
す
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

■
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
つ
い
て

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
中
に
多
く
の

生
ご
み
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
賞
味
期

限
が
切
れ
た
食
品
は
開
封
し
、
分
別
を

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
み
の
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
剪
定
枝
に
つ
い
て

　
最
近
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ

れ
る
剪
定
枝
の
量
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
度
に
出
せ
る
剪
定
枝
の
量
は
５
束
ま

で
で
す
。必
ず
数
量
を
守
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
複
数
の
家
庭
で
同
時
に
出
す
場

合
は
、
紐
な
ど
に
氏
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

　
太
い
枝
は
、
直
径
５
㎝
以
下
に
な
る

よ
う
に
縦
半
分
に
し
、
枝
の
長
さ
を
50

㎝
以
下
に
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
出
す
際
に
は
、
ボ

ト
ル
に
つ
い
た
ラ
ベ
ル
や
キ
ャ
ッ
プ
な

ど
を
外
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

使
用
済
み
注
射
針
の
引
き
取
り
に
つ
い
て

　
糖
尿
病
の
治
療
な
ど
に
使
用
さ
れ

る
医
療
用
注
射
針
の
引
き
取
り
を
左

記
の
場
所
に
て
無
料
で
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
自
宅
に
保
管
さ
れ
て
い
る
使

用
済
み
注
射
針
を
お
持
ち
の
方
は
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

引
取
場
所
／
う
さ
ぎ
薬
局
長
泉
支
店

　
（
南
一
色
２
８
３

-

１
）

※�

他
店
扱
い
の
注
射
針
の
引
き
取
り

も
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
焼
却
場　
☎
986

-

８
３
９
３

　
健
康
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
健
康
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
た
め
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
健
康
の
保
持
・
増
進
を
目
指
し
て
、
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。
希
望

す
る
日
程
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

■
第
１
回

　
「
社
会
参
加
で
延
ば
そ
う
健
康
寿
命
」

と　
き
／
11
月
９
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～

講　
師
／
久
保
田
晃
生
さ
ん

　

�（
東
海
大
学
体
育
学
部
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
学
科
准
教
授
）

■
第
２
回

　
「
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ
お
う
」

と　
き
／
12
月
12
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
～

講　
師
／
丹
澤
潔
さ
ん

　

�（
N
P
O
法
人
静
岡
こ
こ
ろ
の
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

■
第
３
回

　
「
ロ
コ
モ
症
候
群
予
防
」

と　
き
／
平
成
29
年
１
月
19
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～

講　
師
／
立
嶋
豊
土
さ
ん

　

�（
清
泉
ク
リ
ニ
ッ
ク　
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ

ク
ト
レ
ー
ナ
ー
）

■
第
４
回

　
「
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て
」

と　
き
／
２
月
９
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～

講　
師
／
佐
波
古
和
博
医
師

　
（
さ
は
こ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

■
共
通
事
項

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

対　
象
／
町
内
在
住
の
方

定　
員
／
各
50
人
（
先
着
順
）

受
講
料
／
無
料

持
ち
物
／
室
内
履
き
、
筆
記
用
具

申
込
期
限
／
各
開
催
日
の
前
日

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０
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な
が
い
ず
み
観
光
交
流
協
会
10
周
年
記
念
事
業

「
柿
狩
り
＆
渋
抜
き
＆
干
し
柿
づ
く
り
」
参
加
者
募
集

「
基
礎
か
ら
学
ぶ
ソ
ム
リ
エ
式
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」（
全
６
回
）

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

と　
き
／
11
月
13
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

①
午
前
９
時
～
10
時
30
分

②
午
前
10
時
30
分
～
正
午

③
午
後
０
時
30
分
～
２
時

④
午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ
／
元
長
窪
地
先

内�　
容
／
柿
狩
り
、
渋
抜
き
体
験
、
干

し
柿
づ
く
り
、
燻
製
体
験
、
柿
の
直

売・試
食
、
と
ん
汁・ふ
か
し
芋
サ
ー

ビ
ス
な
ど

※
柿
１
㎏
の
お
土
産
付
き
で
す
。

定　
員
／
各
35
人

　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
（
１
人
）
／
７
０
０
円

　
（
保
険
料
を
含
む
）

※
当
日
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※�

な
が
い
ず
み
観
光
交
流
協
会
会
員
は

６
０
０
円
で
す
。

　
長
泉
の
秋
の
味
覚
「
四
ッ
溝
柿
」
の
収
穫
や
渋
抜
き
、
干
し
柿
づ
く
り
が
楽
し
め

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
と
一
緒
に
火
お
こ
し
や
燻
製
作
り
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
。

申
込
期
限
／
10
月
20
日
㈭
（
必
着
）

申�

込
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
参
加
希
望

者
全
員
の
住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
代
表
者
の
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
し
て
送
付

※�

１
枚
に
つ
き
６
人
ま
で
申
し
込
み
で

き
ま
す
。
な
お
、
重
複
し
て
の
応
募

は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

後
日
、
代
表
者
に
参
加
の
可
否
を
通

知
し
ま
す
。

※�

時
間
帯
、
集
合
場
所
は
参
加
確
定
後

に
連
絡
し
ま
す
。

問　
な
が
い
ず
み
観
光
交
流
協
会

　
☎
988

-

８
７
８
０

　
〒
411

-

０
９
４
３

　
下
土
狩
１
２
８
３

-

11

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み
２
階

と　
き
／

①
10
月
11
日
㈫
、
②
24
日
㈪

③
11
月
８
日
㈫
、
④
22
日
㈫

⑤
12
月
６
日
㈫
、
⑥
20
日
㈫

　
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

と
こ
ろ
／
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ

内　
容
／

①
「
ワ
イ
ン
の
イ
ロ
ハ
」

②�

「
ソ
ム
リ
エ
式
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
の

秘
儀
」

③�

「
食
事
に
万
能
！
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

ワ
イ
ン
」

④�

「
伝
統
国
を
知
る
！
フ
ラ
ン
ス
ワ

イ
ン
」

⑤�

「
伝
統
国
を
知
る
！
イ
タ
リ
ア
ワ

イ
ン
」

⑥
「
ワ
イ
ン
と
食
事
の
美
味
し
い
関
係
」

講　
師
／
鈴
木
俊
彦
さ
ん

　

�（
日
本
ソ
ム
リ
エ
協
会
認
定
ワ
イ
ン

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

定　
員
／
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
各
２
０
０
０
円

　
（
合
計
１
万
２
０
０
０
円
）

※
申
込
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
／
10
月
10
日
㈷

※�
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
窓
口
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※�

ワ
イ
ン
を
試
飲
す
る
た
め
、
徒
歩
や

送
迎
車
な
ど
で
来
場
を
お
願
い
し
ま

す
。

問　
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ　
☎
989

-

０
０
０
１

　
ワ
イ
ン
の
基
礎
に
始
ま
り
、
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
有
名
産
地
情
報
、
料
理
と
の
相

性
な
ど
を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　
毎
回
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
３
種
類
の
ワ
イ
ン
を
比
較
試
飲
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
味
を

体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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お
知
ら
せ

i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

i

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　
今
回
は
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
４
カ

月
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
金
融
機
関
や
口
座
名
義
人
の

氏
名
を
変
更
し
た
と
き
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
た
と
き
、
子
ど
も
を
養
育
し
な
く

な
っ
た
と
き
、公
務
員
に
な
っ
た
と
き
、

住
所
変
更
を
し
た
と
き
は
、
必
ず
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
日
／
10
月
13
日
㈭

問　
こ
ど
も
育
成
課　
☎
989

-

５
５
２
８

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

～
10
月
は
里
親
月
間
で
す
～

　
里
親
制
度
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
庭
で
養
育
さ
れ
る
こ
と
が
難

し
い
子
ど
も
を
、
知
事
が
認
定
し
た
里

親
に
預
け
、
温
か
い
愛
情
と
正
し
い
理

解
を
も
っ
て
養
育
す
る
制
度
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
温
か
い
家
庭
生
活

の
体
験
の
機
会
を
提
供
し
て
く
れ
る
里

親
を
求
め
て
い
ま
す
。

■
里
親
に
な
る
に
は

　
里
親
の
申
し
込
み
は
年
間
を
通
し
て

い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
県
が

実
施
す
る
研
修
を
修
了
し
、
知
事
が
里

親
と
し
て
認
定
し
た
方
は
、
里
親
名
簿

に
登
録
さ
れ
ま
す
。

※
申
込
時
に
面
接
が
必
要
で
す
。

※�

申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
里
親
に
な
っ
た
ら

①�

児
童
相
談
所
が
里
親
の
希
望
を
聞
い

た
う
え
で
、
養
育
を
お
願
い
す
る
子

ど
も
を
決
め
ま
す
。

②�

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
間
は
、
定

め
ら
れ
た
養
育
に
必
要
な
経
費
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

③�

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
に
は
、
児
童

相
談
所
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問　
こ
ど
も
育
成
課　
☎
989

-

５
５
２
８

　
県
こ
ど
も
家
庭
課

　
☎
054

-
221

-
３
７
６
０

行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
行
政
の
仕
事
や
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
の
要
望
や
疑
問
な
ど
を
聞
き
、

解
決
に
つ
な
げ
る
た
め
に
行
政
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
を
受
け
る
の
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
相
談
員
で
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　
き
／

　
毎
月
第
２
火
曜
日
・
第
４
金
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ
／
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
員
／

・�

飯
田
昌
義
さ
ん

・�

渡
邉
郁
夫
さ
ん

相
談
料
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
総
合
相
談
室　
☎
989

-

５
５
０
１

町
の
各
種
検
診
を
ま
だ
受
診
し
て

い
な
い
方
へ
の
お
知
ら
せ
で
す

　
各
種
が
ん
検
診・特
定
健
診・後
期
高

齢
者
健
康
診
査
の
指
定
医
療
機
関
で
の

受
診
期
限
は
10
月
31
日
㈪
ま
で
で
す
。

忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
受
診
期
限
の
間

際
は
混
雑
が
予
想

さ
れ
、
希
望
す
る

医
療
機
関
で
受
診

で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
受
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
に
つ

い
て
は
個
別
に
医
療
機
関
で
の
受
診
に

加
え
左
記
の
日
程
で
集
団
健
診
が
あ
り

ま
す
。

■
集
団
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

と　
き
／

・�
10
月
30
日
㈰

　
午
前
９
時
～
10
時
15
分　
女
性

　
午
前
10
時
45
分
～
正
午　
男
性

・�

11
月
20
日
㈰

　
午
前
９
時
～
10
時
15
分　
男
性

　
午
前
10
時
45
分
～
正
午　
女
性

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

対　
象
／

　

�

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40

歳
以
上
の
方
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
る
方

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

受
診
す
る
際
は
６
月
上
旬
に
町
か
ら

送
付
さ
れ
て
い
る
「
長
泉
町
成
人
健

康
診
査
受
診
票
」（
桃
色
）
が
必
要

で
す
。

※�

受
診
票
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
再
発

行
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

成
人
健
康
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
健
康

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
骨
粗
し
ょ
う

症
な
ど
、
健
康
に
関
し
て
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。希
望
者
に
は
骨
密
度
、

血
圧
、
イ
ン
ボ
デ
ィ
測
定
や
健
診
結
果

の
説
明
も
行
い
ま
す
。
測
定
の
み
の
利

用
も
で
き
ま
す
。

と　
き
／
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日

　
午
前
９
時
～
11
時

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

対　
象
／
町
内
在
住
の
方

相
談
料
／
無
料

※�

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

９月15日号６ページの「アップルつうしん」の記事に誤りがありましたので、おわびして訂正します。
（誤）申込方法／みかんちゃんの窓口で直接申し込む　　（正）申込方法／アップルの窓口で直接申し込む　お詫びと訂正
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長
泉
・
清
水
循
環
バ
ス
の

路
線
を
変
更
し
ま
す

　
福
祉
会
館
の
駐
車
場
な
ど
の
整
備
工

事
に
伴
い
、
左
記
の
期
間
中
は
往
路
・

復
路
と
も
に
福
祉
会
館
の
バ
ス
停
を
経

由
し
な
い
路
線
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

路
線
変
更
予
定
期
間
／

　
10
月
17
日
㈪
～

　
平
成
29
年
12
月
20
日
㈬

変
更
路
線
図
／

※�

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問　
企
画
財
政
課　
989

-

５
５
０
４

福
祉
会
館
・
児
童
館
を

臨
時
休
館
し
ま
す

　
館
内
の
電
気
設
備
改
修
工
事
の
た
め
、

福
祉
会
館
と
児
童
館
を
次
の
日
程
で
休

館
し
ま
す
。

と　
き
／
10
月
18
日
㈫

　
ま
た
、
10
月
17
日
㈪
よ
り
福
祉
会
館

周
辺
整
備
工
事
の
た
め
、
駐
車
場
な
ど

の
減
少
、
工
事
車
両
の
出
入
り
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問　
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
988

-

３
９
２
０

募
集

w
a
n
t
e
d

放
課
後
児
童
会

指
導
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
人
数
／
２
人

勤
務
期
限
／
平
成
29
年
３
月
31
日

　
（
継
続
に
つ
い
て
は
応
相
談
）

勤
務
場
所
／

　

�

長
泉
小
ま
た
は
南
小
に
隣
接
す
る
放

課
後
児
童
会

時
間
給
／
９
８
０
円

　
（
社
会
保
険
な
ど
適
用
）

申
込
期
間
／
10
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮

申�

込
方
法
／
子
育
て
支
援
戦
略
室
へ
履

歴
書
を
提
出

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
子
育
て
支
援
戦
略
室

　
☎
989

-

５
５
７
３

動
物
愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

意
見
交
換
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　
動
物
愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て

い
る
方
同
士
の
意
見
交
換
会
や
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
へ
の
紹

介
を
目
的
と
し
た
意
見
交
換
会
で
す
。

と　
き
／
11
月
15
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ
／
東
部
総
合
庁
舎

　
（
沼
津
市
高
島
本
町
１

-

３
）

内�　
容
／
県
動
物
愛
護
管
理
推
進
計
画

の
進
歩
状
況
、
所
有
者
不
明
の
猫
へ

の
対
策
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
な
ど

対�　
象
／
動
物
愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
て
い
る
方
、
活
動
に
興
味

が
あ
る
方

参
加
費
／
無
料

申
込
期
間
／
10
月
３
日
㈪
～
24
日
㈪

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
く
ら
し
環
境
課　
☎
989

-

５
５
１
４

　
東
部
保
健
所　
☎
920

-

２
１
０
２

消
防
車
に
乗
っ
て
火
災
予
防
の

パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
消
防

団
が
町
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
消
防
団
員
と
一
緒
に
消
防

車
に
乗
っ
て
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

と　
き
／
11
月
13
日
㈰

　
午
前
８
時
50
分
～
11
時

内�　
容
／
消
防
車
に
乗
車
し
て
、
火
災

予
防
の
呼
び
か
け

対　
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生

※
保
護
者
は
同
乗
で
き
ま
せ
ん
。

定　
員
／
14
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
無
料

申
込
期
間
／
10
月
11
日
㈫
～
21
日
㈮

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
地
域
防
災
課　
☎
989

-

５
５
０
５

「
赤
十
字
奉
仕
団
」
基
礎
研
修
会

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
（
包
装
食
袋
）
を
使

用
し
た
非
常
食
の
炊
き
出
し
や
講
義
・

実
技
を
行
い
、
災
害
時
な
ど
に
必
要
な

知
識
や
支
援
技
術
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

と　
き
／
10
月
20
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

と
こ
ろ
／
南
部
地
区
セ
ン
タ
ー

内�　
容
／
炊
き
出
し
訓
練
、
心
肺
蘇
生

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
赤
十
字
奉
仕

団
と
災
害
救
助
活
動
な
ど
に
つ
い
て

の
講
義
と
実
技

定　
員
／
30
人
（
先
着
順
）

受
講
料
／
無
料

持
ち
物
／

　
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
室
内
履
き

※�

実
技
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限
／
10
月
13
日
㈭

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
福
祉
保
険
課　
☎
989

-

５
５
１
２

●
商工会

健康公園
●

●
福祉会館

路線変更後
現行路線

●長泉町役場
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和
風
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
花
の
魅
力
を
引
き
出
し
、
秋
を
感
じ

る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
挑
戦

し
ま
せ
ん
か
。

と　
き
／
10
月
19
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

参
加
費
／
２
０
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

持
ち
物
／
花
ば
さ
み

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
988

-

２
６
７
０

「
ワ
ン
デ
イ
桃
沢　
秋
」

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

と　
き
／
10
月
30
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ
／
桃
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

内�　
容
／
野
外
で
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を

作
っ
て
味
わ
う

対　
象
／
小
学
生
以
下
を
含
む
家
族

　
（
１
家
族
４
人
ま
で
）

定　
員
／
10
組
（
先
着
順
）

参
加
費
（
１
人
）
／
５
０
０
円

※
当
日
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
／
10
月
８
日
㈯
～
14
日
㈮

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
桃
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　
☎
987

-

５
１
０
０

「
家
族
の
た
め
の
精
神
保
健
福
祉

講
座
」
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
こ
こ
ろ
の
病
気
の
理
解
や
対
応
の
仕

方
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
全
４
回
の
講
座

で
す
。

と　
き
／

①
10
月
４
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
４
時

内�　
容
／
こ
こ
ろ
の
病
気
の
理
解
と
治

療
に
つ
い
て

②
10
月
13
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
４
時

内　
容
／
薬
と
の
付
き
合
い
方

③
10
月
17
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～
４
時

内　
容
／

　
�

家
族
の
対
応
の
仕
方
と
医
療
機
関
と

の
付
き
合
い
方

④
10
月
26
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
４
時

内�　
容
／
家
族
と
本
人
を
支
え
る
地
域

の
社
会
資
源
と
制
度

■
共
通
事
項

と
こ
ろ
／
東
部
総
合
庁
舎

　
（
沼
津
市
高
島
本
町
１

-

３
）

対　
象
／

　

�

統
合
失
調
症
な
ど
こ
こ
ろ
の
病
気
に

か
か
っ
て
い
る
方
の
家
族

※�

原
則
４
回
参
加
で
き
る
方
を
対
象
と

し
ま
す
が
、
途
中
の
回
か
ら
の
参
加

も
可
能
で
す
。

定　
員
／
50
人

参
加
費
／
無
料

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
920

-

２
０
８
７

催
し

e
v

e
n

t
s

駿
豆
地
区
障
が
い
者
自
立
支
援
協

議
会
「
一
般
報
告
会
」「
分
科
会
」

を
開
催
し
ま
す

　
駿
豆
地
区
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議

会
で
は
、
障
が
い
が
あ
る
方
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
あ
た
り
ま
え
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
一
般
報
告
会
お
よ
び
分
科

会
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告

や
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

と　
き
／
10
月
29
日
㈯

・�

一
般
報
告
会

　
午
後
１
時
～
２
時

・�

分
科
会

　
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ
／
三
島
市
中
郷
公
民
館

　
（
三
島
市
梅
名
３
５
３

-

１
）

分
科
会
テ
ー
マ
／

①
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
す

②
障
が
い
者
特
例
子
社
会
の
現
状
と
課
題

③�

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
災

害
時
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
ろ
う

④�

放
課
後
等
デ
イ
を
考
え
る
こ
ど
も
・

育
つ
・
つ
な
げ
る

入
場
料
／
無
料

申
込
期
限
／
10
月
14
日
㈮

申
込
方
法
／

　

�

参
加
を
希
望
す
る
分
科
会
テ
ー
マ
を

電
話
で
伝
え
る

※�

託
児
が
必
要
な
方
は
申
込
時
に
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

※�

一
般
報
告
会
で
は
手
話
通
訳
、
要
約

筆
記
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

問　
福
祉
保
険
課　
☎
989

-

５
５
１
２

　
相
談
支
援
事
業
所
ゆ
う
う
ん

　
☎
941

-

６
０
１
５

「
あ
ざ
れ
あ
メ
ッ
セ
２
０
１
６
」

を
開
催
し
ま
す

　
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
理
解
と
関

心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
家
族
で
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
10
月
29
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
／

　
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
ざ
れ
あ

　
（
静
岡
市
駿
河
区
馬
淵
１

-

17

-

１
）

内　
容
／

　

�

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
映
画
、
セ
ミ

ナ
ー
、
出
展
ブ
ー
ス
、
男
女
共
同
参

画
の
紹
介
な
ど

入
場
料
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
あ
ざ
れ
あ
メ
ッ
セ
２
０
１
６
事
務
局

　
☎
054

-

250

-

８
１
４
７
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掲
示
板

b
u
l
l
e
t
i
n
 
b
o
a
r
d

知
徳
高
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を

開
催
し
ま
す

と　
き
／

・�

10
月
12
日
㈬
～
14
日
㈮

　
午
前
８
時
45
分
～
午
後
０
時
35
分

・�

10
月
15
日
㈯

　
午
前
８
時
45
分
～
11
時
35
分

※�

15
日
㈯
の
み
午
後
２
時
ま
で
部
活
動

の
見
学
が
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
／
知
徳
高
校
（
竹
原
３
５
４
）

内　
容
／
授
業
・
施
設
見
学

対�　
象
／
地
域
住
民
、
保
護
者
、
同
窓

生
、
学
校
関
係
者
な
ど

※�

直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

事
務
室
で
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

問　
知
徳
高
校　
☎
975

-

０
０
８
０

協
和
発
酵
キ
リ
ン
主
催

日
フ
ィ
ル
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す

と　
き
／
10
月
29
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
45
分

と
こ
ろ
／
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ

内�　
容
／

　

�

日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

に
よ
る
木
管
・
金
管
五
重
奏

定　
員
／
４
０
０
人
（
先
着
順
）

入
場
料
／
無
料

申�

込
方
法
／
メ
ー
ル
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に

件
名「
日
フ
ィ
ル
申
込
」、郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望
枚

数
（
４
枚
ま
で
）
を
記
入
し
送
付

申
込
先
／
日
フ
ィ
ル
演
奏
会
事
務
局

　
（
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
内
）

　
〒
411

-

０
９
４
３　
下
土
狩
821

-

１

　

info@
nagaizum

i-culture-c.jp

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
限
／
10
月
14
日
㈮

問　
協
和
発
酵
キ
リ
ン

　
☎
03

-

５
２
０
５

-

７
２
０
５

ふ
る
さ
と
友
の
会

作
品
展
を
開
催
し
ま
す

　
陶
芸
、木
工
細
工
、ク
ラ
フ
ト
細
工
、

裂
き
織
、
ガ
ラ
ス
細
工
な
ど
、
会
員
の

力
作
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
10
月
22
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時

　
23
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
／
如
来
寺
内
「
ろ
ば
た
」

　
（
中
土
狩
５
１
１
）

入
場
料
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
藤
村
さ
ん　
☎
988

-

３
１
８
１

「
沼
津
市
退
職
教
職
員
作
品
展
」

を
開
催
し
ま
す

と　
き
／
10
月
18
日
㈫
～
23
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ
／
沼
津
教
育
会
館

　
（
沼
津
市
本
字
丸
子
町
７
５
２

-

11
）

内�　
容
／
絵
画・書・工
芸
な
ど
の
展
示

入
場
料
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
沼
津
教
育
会
館　
☎
964

-

５
５
０
０

「
お
じ
さ
ん
寄
席
」
に

お
越
し
く
だ
さ
い

　
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
の
大
学
祭

の
中
で
、
日
本
大
学
落
語
部
O
B
に
よ

る
寄
席
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き
／
10
月
29
日
㈯

　
午
後
１
時
～
２
時
30
分

と
こ
ろ
／
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部

　
三
島
駅
北
口
校
舎

内　
容
／
古
典
落
語
三
席
、
落
語
解
説

定　
員
／
４
０
０
人

入
場
料
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部

　
☎
980

-

１
９
０
１

「
紙
わ
ざ
大
賞
」
一
般
審
査
員
を

募
集
し
ま
す

　
「
第
26
回
紙
わ
ざ
大
賞
」の
審
査
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
11
月
５
日
㈯
午
後
１
時
～

と
こ
ろ
／
特
種
東
海
製
紙
P
a
m

　
（
本
宿
４
３
７
）

対　
象
／
16
歳
以
上
の
方

定　
員
／
１
０
０
人

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
特
種
東
海
製
紙
㈱
紙
わ
ざ
大
賞

　
事
務
局　
☎
988

-

２
４
０
１

　
HPhttps://w

w
w
.tt-paper.co.jp/

　
　

pam
/kam

iw
aza

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
プ
チ
発
表
会

を
開
催
し
ま
す

と　
き
／
11
月
５
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
／
沼
津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館

　
（
沼
津
市
我
入
道
蔓
蛇
ケ
原
517

-

１
）

入
場
料
／
無
料

内�　
容
／
愛
好
家
に
よ
る
ギ
タ
ー
・

リ
ュ
ー
ト
の
演
奏

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
田
中
さ
ん　
☎
988

-

０
２
６
４

行
政
書
士
会
に
よ
る

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
相
続
、
遺
言
、
土
地
の
有
効
活
用
な

ど
に
関
し
て
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
10
月
14
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ
／
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
役
場
・
北
館
２
階
）

相
談
料
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
県
行
政
書
士
会
三
島
支
部

　
☎
978

-

１
１
１
３

●掲示板に掲載を希望される方は、次のことにご注意ください●
①原稿には「とき、ところ、内容、対象、定員、参加費、申込期限、問い合わせ先、電話番号」を記載してください。②開催日、申込期限は、
広報発行日の10日以降に設定してください。③掲載は町内で無料で開催されるものを優先させていただきます。④情報は紙面の都合上、内容の
省略および掲載できない場合があります。⑤原稿の提出期限は掲載を希望する広報発行日の１カ月前とさせていただきます。
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　８月15日㈪にコミュニティながいずみで「戦没者を
追悼し平和を祈念する式典」が開催され、戦没者の御
霊への献花や広島平和研修に参加した中学生による発
表が行われました。また、８月13日㈯から15日㈪の期
間に「戦争の悲劇伝えたい展」が開催され、戦争に関
する展示や戦争体験者による講話などが行われ、多く
の人が訪れました。

和を祈り
追悼式典や展示会が開催平

▲広島平和研修に参加した中学生による座談会の様子

　８月15日㈪から23日㈫に町内の中学生12名が国
際姉妹都市ニュージーランド・ワンガヌイ市を訪
れ、ホームステイをしながらラザフォード中学校
に通いました。研修では、ホストファミリーや学校
の友だちとすぐに打ち解け合う生徒たちの姿や最
終日に別れを惜しみ涙を浮かべる姿が見られ、短
い期間でしたが充実した研修を送っていました。

いなる希望を胸に
ワンガヌイ語学研修大

▲ワンガヌイ市役所にて

◀遺品展示
▼原子爆弾「リ
　トル・ボーイ」
　の原寸大模型

▲「戦没者を追悼し平和を祈念する式典」の様子

▲みんなで昼食

▲涙のお別れ
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　７月30日㈯、31日㈰に全日本マスターズ混成陸
上競技選手権大会が石川県で開催され、男子五種
目競技85歳以上のクラスに出場した寺尾心一さん
（池田）が世界新記録を樹立しました。８月22日
㈪に副町長へ結果を報告し、「東京オリンピック
の聖火ランナーとして走れるようがんばりたい」
と次の目標を語りました。

　９月３日㈯にウェルピアながいずみで、SAM
とダンスエクササイズin長泉が開催され、約380
人の参加者が一体となり、音楽にあわせて楽しく
踊りました。
　参加者は「SAMさんに一つ一つの動きのコツ
を教えてもらい、かっこよく踊ることができまし
た！」と笑顔で話してくれました。

歳、陸上男子五種目競技
世界新記録達成！８５

ンスで楽しくリフレッシュ！
ＳＡＭとダンスエクササイズin長泉ダ

　今年度、８人の町民の方が満100歳を迎え、町
から賞状や祝品が贈られました。100歳を迎えら
れた方は次の皆さんです。おめでとうございます！
井出新作さん　西家吉輝さん
市川しげさん　清水やゑ子さん
柏木静枝さん　田辺キヨ子さん
中澤久子さん　ほか１名

　９月４日㈰に桃沢野外活動センターで、町と裾
野市の共同による「第１回ファミリーキャンパス
裾野・長泉」が開催されました。これは「みんな
で子育てするまち」推進事業の一環で、子どもと
一緒になって遊べるイベントや、両市町の子育て
について夫婦で学べるセミナーなどが行われ、子
どもと大人が一緒になって交流を深めました。

100歳！
おめでとうございます祝

んなで遊んで、学ぼう！
ファミリーキャンパス開催み

◀英語ＤＥリトミック

段ボールブロックで▶
遊ぼう！
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ふるさと公園で総合防災訓練を実施しました

　今年で、３回目となる総合防災訓練を９月４日（日）、
ふるさと公園あおきにて実施しました。
　訓練には、長野県消防防災ヘリコプター「アルプ
ス号」も参加し、消防署と消防団で連携し、公園内
の防火水槽からヘリコプターへの給水訓練、殿戸細
谷地区の山林にて散水、消火、負傷者救助訓練を行
いました。そのほかにも、赤十字奉仕団による炊き
出し訓練、自衛隊による展示や、公園内の防災設備
（緊急用テント、トイレ）設置訓練を行いました。

問い合わせ　青木村役場・総務企画課　☎0268-49-0111
姉 妹 都 市 通 信 !Hello青木村から長野県長野県

レシピ紹介 学 校 給 食からBonjour!Bonjour!
問い合わせ　給食センター　☎986-9033

エネルギー タンパク質 脂　質 塩　分
９kcal 1.1g ０g 0.3g

学校給食のあゆみ
　10月４日は長泉町学校給食開始記念日です。町の
学校給食は昭和34年10月、長泉村立長泉小学校に学
校給食施設が開設されたことから始まりました。当
時の給食はパン、牛乳、おかずが揃った完全給食で、
現在と同じように週５回の提供でした。
　その後、南小の開設に伴い、昭和40年に給食施設
の改修が行われ、駿東郡では初めての給食センター
方式となりました。さらに、昭和47年の北小開設と
昭和50年の北中開設に伴う食数の増加に対応するた
め、昭和49年に新しく給食センター（中土狩）が完成
しました。昭和51年からは一人一人にアルミパック
の容器に入った米飯給食の提供が開始されました。
その後、平成14年には学校給食の衛生管理向上のた
め、給食センターを現在の南一色に移転し、町の特
産物を活用した給食を提供する「長泉の日」やアレ
ルギー対応給食の提供などに取り組んでいます。

材料（小学３年生４人分）

もやし�� �140ｇ
小松菜�� �20ｇ

作り方

①小松菜をざく切りに、焼きのりを細かくします。
②もやしと小松菜を茹でて冷まします。
③しょうゆとみりんを煮立てて冷まします。
④②を③と焼きのりで和えます。

※�大量調理用のレシピのため調味料はお好みで調整
してください。

しょうゆ�� �小さじ１
みりん�� �小さじ1/4
焼きのり�� �２ｇ

▲昨年度の給食開始記念日で提供した献立

もやしと小松菜の磯香和え
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協力医が変更される場合がありますので
事前に電話で確認してください。
救急協力医テレホンサービス
☎055－983－0115

沼津夜間救急医療センター
☎ 055－926－8699
沼津市日の出町1－15

三島メディカルセンター
☎ 055－972－0711
三島市南本町4－31

外科・内科・小児科 外科・内科・小児科

　　　　　平　日　20：30～翌朝７：00
土、日、祝・休日　18：00～翌朝７：00

　　　平　日　18：00～22：00
　　　土曜日　14：00～21：00
日、祝・休日　９：00～21：00

月16日〜31日

救急協力医10
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

外　科
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

内　科
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

小児科

16日㈰ 駿東整形� （922）8855� 沼津市高沢町
こんどうクリニック�（925）2420� 沼津市岡宮

こんどうクリニック�（925）2420� 沼津市岡宮
岩渕内科医院� （951）4579� 沼津市添地町
大坂屋クリニック�（995）3100� 裾野市佐野

大橋内科・小児科�（992）2800� 裾野市佐野

17日㈪ 西方外科� （921）1333� 沼津市共栄町 東名裾野病院� （997）0200� 裾野市御宿 田中医院� （921）2053� 沼津市高島町

18日㈫ ひがしおかクリニック�（941）8269� 清水町柿田 べっく・クリニック�（921）1300� 沼津市西沢田 りゅうじん医院�（988）3133� 長泉町下土狩

19日㈬ 酒井医院� （966）1755� 沼津市今沢 大庭クリニック�（995）1123� 裾野市佐野 大橋内科・小児科�（992）2800� 裾野市佐野

20日㈭ 池田病院� （986）1212� 長泉町本宿 鬼頭クリニック�（999）4810� 長泉町本宿 西村医院� （971）6510� 長泉町下土狩

21日㈮ 関外科� （921）2185� 沼津市花園町 青沼クリニック�（929）6205� 沼津市大岡 杉谷小児科� （923）6543� 沼津市筒井町

22日㈯ 聖隷沼津� （952）1000� 沼津市松下 沼津リハビリテーション�（931）1911� 沼津市上香貫蔓陀ケ原 さくま小児科� （992）6303� 裾野市茶畑

23日㈰ 山本整形外科・循環器科�（989）8111� 長泉町南一色
白石医院� （951）4593� 沼津市市道町

大沢医院� （931）1019� 沼津市御幸町
森本クリニック�（976）5221� 長泉町竹原
大橋内科・小児科�（992）2800� 裾野市佐野

りゅうじん医院�（988）3133� 長泉町下土狩

24日㈪ 田沢医院� （962）1205� 沼津市大手町 田沢医院� （962）1205� 沼津市大手町 まるやま小児科�（981）8577� 清水町堂庭

25日㈫ ふじわらクリニック�（924）8777� 沼津市寿町 小林（今沢）医院�（966）7700� 沼津市今沢 よざ小児科� （967）5722� 沼津市原

26日㈬ おおしろクリニック�（976）0027� 清水町堂庭 やぐちクリニック�（973）3811� 清水町伏見 田中医院� （921）2053� 沼津市高島町

27日㈭ 池田病院� （986）1212� 長泉町本宿 清流クリニック�（941）8688� 清水町堂庭 さくま小児科� （992）6303� 裾野市茶畑

28日㈮ 萩野クリニック�（966）7111� 沼津市根古屋 南一色セントラル内科�（980）5777� 長泉町南一色 白十字小児科� （933）5111� 沼津市下香貫馬場

29日㈯ 西島病院� （922）8235� 沼津市大岡 ひがしおかクリニック�（941）8269� 清水町柿田 すずきファミリー�（960）0333� 沼津市一本松

30日㈰ 遠藤クリニック�（975）8801� 清水町久米田
西方外科� （921）1333� 沼津市共栄町

高田クリニック�（962）1410� 沼津市仲町
杉山（和）医院� （972）3223� 清水町伏見
杉山（規）医院� （992）0028� 裾野市平松

まるやま小児科�（981）8577� 清水町堂庭

31日㈪ 駿東整形� （922）8855� 沼津市高沢町 薬袋クリニック�（933）0148� 清水町徳倉 白十字小児科� （933）5111� 沼津市下香貫馬場

耳鼻科
８：00～17：00

16日
㈰

わたなべ耳鼻咽喉科
0545（65）6787　富士市松岡

23日
㈰

こだま耳鼻咽喉科
（926）1333　沼津市庄栄町

30日
㈰

三島中央病院
（971）4133　三島市緑町

眼　科
８：00～17：00

16日
㈰

瀬尾眼科
（933）9900　沼津市市場町

23日
㈰

関眼科胃腸科
（975）2381　三島市東本町

30日
㈰

本多眼科
（931）1519　沼津市御幸町

産婦人科
８：00～17：00

16日
㈰

聖隷沼津
（952）1000　沼津市松下

23日
㈰

かぬき岩端医院
（932）8189　沼津市下香貫前原

30日
㈰

島田産婦人科
（972）6100　清水町伏見

歯　科
９：00～15：00

16日
㈰

中原歯科医院
（993）3300　裾野市佐野

23日
㈰

中里歯科医院
（976）1818　清水町伏見

30日
㈰

新美歯科オーラルケア
（988）8239　長泉町下土狩



あ つま れ
お ともだ ち１歳６カ月の１歳６カ月の

H27.2月生まれ

9月9日㈮
１歳６カ月児健診で撮影
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